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I D: 1180 

改訂日:   2025/01/14 

         

安全データ シート  

 

１ ． 化学品等及び会社情報 

化学品の名称:  ウ ッ ド タ ッ チアッ プペン 30702 

製造会社名:  株式会社カズキ高分子 

住所:   島根県出雲市長浜町 849-4 

電話番号:  0853-28-2611 

フ ァ ッ ク ス 番号:  0853-28-0280 

推奨用途:  筆記具 

緊急連絡先:  0853-28-2840 

 

２ ． 危険有害性の要約 

 GHS 分類 

 物理化学的危険性 

 分類でき ないも し く は分類対象外 

健康に対する 有害性 

発がん性    区分 2 

特定標的臓器毒性（ 反復ばく 露）  区分 1( 呼吸器)  

 環境に対する 有害性 

水生環境有害性 短期（ 急性）  分類でき ない 

水生環境有害性 長期（ 慢性）  区分 4 

オゾン層への有害性  分類でき ない 

 

 GHS ラ ベル要素 

絵表示( ピク ト グラ ム)  GHS08 

      

 注意喚起語 危険 

 

 危険有害性情報 

H351 - 発がんのおそれの疑い 

１．製品・会社情報

　　　製品名　　ウッドタッチアップペン　30702
　　　会社名　　株式会社キャンディルデザイン
　　　住所　　　神奈川県川崎市宮前区有馬８丁目3-11
　　　電話番号　044-863-9112
　　　用途　　　木製品用補修
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H372 - 長期にわたる 又は反復ばく 露によ る 呼吸器の障害 

H413 - 長期継続的影響によ って水生生物に有害のおそれ 

 

注意書き  

[ 安全対策]  

P201 - 使用前に取扱説明書を入手する こ と 。  

P202 - 全ての安全注意を読み理解する ま で取り 扱わないこ と 。  

P260 - 粉じ ん／煙／ガス ／ミ ス ト ／蒸気／ス プレ ーを吸入し ないこ と 。  

P264 - 取扱い後は手をよ く 洗う こ と 。  

P270 - こ の製品を使用する と き に、 飲食又は喫煙をし ないこ と 。  

P280 - 保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用する こ と 。  

[ 応急措置]  

P308 + P313 - ばく 露又はばく 露の懸念がある 場合： 医師の診察／手当てを受ける こ

と 。  

P314 - 気分が悪いと き は、 医師の診察／手当てを受ける こ と 。  

[ 保管]  

P405 - 施錠し て保管する こ と 。  

[ 廃棄]  

P501 - 内容物/容器を国際/国/都道府県/市町村の規則に従っ て廃棄する こ と 。  

 

３ ． 組成及び成分情報 

化学物質・ 混合物（ 製品） の区別:  混合物 

成分及び濃度又は濃度範囲 

物質名 濃度 ( %)  CAS No.  化審法官報公

示整理番号 

安衛法 化管法 

管理番号 

酸化ﾁﾀﾝ 31 13463-67-7 1-558 別表 9 の 191 非該当 

ｱｸﾘﾙ共重合体 7 N. R.  N. R.  非該当 非該当 

樹脂 5 N. R.  N. R.  非該当 非該当 

水酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ 2 21645-51-2 1-17 非該当 非該当 

ﾎ゚ ﾘｱﾙｷﾙｼﾛｷｻﾝ <1 N. R.  N. R.  非該当 非該当 

増粘剤 <0. 5 N. R.  N. R.  非該当 非該当 

ｼﾘｶ( 非晶質)  <0. 5 7631-86-9 1-548 非該当 非該当 

ｶ ﾎー゙ ﾝﾌﾞ ﾗｯｸ <0. 5 1333-86-4 5-5222 別表 9 の 403 非該当 

分散剤 <0. 5 N. R.  N. R.  非該当 非該当 

黄色顔料 <0. 5 N. R.  N. R.  非該当 非該当 

橙色顔料 <0. 1 N. R.  N. R.  非該当 非該当 
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防腐剤( 1, 2-ﾍ゙

ﾝｿﾞ ﾁｱｿﾞ ﾘﾝ-3-ｵ

ﾝ)  

<0. 1 2634-33-5 9-1845 別表 9 の 1914 非該当 

黄色顔料( 2)  <0. 1 N. R.  N. R.  非該当 非該当 

蛍光増白剤 <0. 1 N. R.  N. R.  非該当 非該当 

ｼ゙ ｴﾁﾚﾝｸﾞ ﾘｺ ﾙーﾓ

ﾉﾌﾞ ﾁﾙｴー ﾃﾙ 

<0. 1 112-34-5 2-422 政令番号 224

の 3 

627 

ｴﾁﾚﾝｸﾞ ﾘｺ ﾙーﾓﾉ

ﾌﾞ ﾁﾙｴー ﾃﾙ 

<0. 1 111-76-2 2-407 別表 9 の 79 594 

水酸化ｱﾝﾓﾆｳﾑ <0. 1 1336-21-6 1-314 別表 9 の 39 非該当 

鉱油 <0. 1 8042-47-5 9-1692 別表 9 の 168 非該当 

ｲｿﾌﾟ ﾛﾋﾟ ﾙｱﾙｺ ﾙー

( I PA)  

<0. 1 67-63-0 2-207 令別表 9 の

494 

非該当 

消泡剤 <0. 1 N. R.  N. R.  非該当 非該当 

水 残部 7732-18-5 - 対象外 非該当 

N. R.  None-Rel ease.  

 

４ ． 応急措置 

吸入し た場合 

本人を風通し のよ い場所に移動さ せ、 保温・ 安静に努める 。 必要なら ば人工呼吸、 酸

素吸入を 行う 。 医師の診断を受ける 。  

皮膚に付着し た場合 

汚染さ れた衣類・ 靴等を脱がせ、 水又は微温湯で流し ながら 、 石鹸を使って皮膚をよ

く 洗い流す。 痛み、 炎症があれば医師の処置を受ける 。  

眼に入った場合 

清浄な流水で１ ５ 分以上洗眼し た後、 痛みが残る 場合は直ちに眼科医の手当てを受け

る 。 洗眼の際、 瞼を指で開いて、 瞼、 眼球の隅々ま で水がよ く いき わたる よ う に洗

う 。  

飲み込んだ場合 

口をすすぎ、 異物を取除き 、 医師の診断を受ける 。 意識のない被災者には口から 何も

与えてはなら ない。  

備考 

ばく 露又はばく 露の懸念がある 場合： 医師の診察／手当てを受ける こ と 。  

気分が悪いと き は、 医師の診察／手当てを受ける こ と 。  
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５ ． 火災時の措置 

 適切な消火剤 粉末、 炭酸ガス 、 乾燥砂、 水 

 使ってはなら ない消火剤 情報なし  

 消火方法 

・ 指定の消火剤を用いて消火する 。  

・ 移動不可能な場合には容器及び周囲に散水し て冷却する 。  

・ 速やかに容器を安全な場所に移す。  

 

６ ． 漏出時の措置 

人体に対する 注意事項、 保護具及び緊急時措置 

・ 漏出物は密閉でき る 容器に回収し 、 安全な場所に移す。  

・ 付着物、 廃棄物など は、 関係法規に基づいて処置を する 。  

・ 適切な防護衣を着けていないと き は破損し た容器ある いは漏洩物に触れてはいけな

い。  

環境に対する 注意事項 

漏出物が河川等へ流出し ないよ う に注意する 。  

封じ 込め、 浄化の方法及び機材 情報なし  

 

７ ． 取扱い及び保管上の注意 

取り 扱い_ 技術的対策 

使用前に取扱説明書を 入手する こ と 。  

全ての安全注意を読み理解する ま で取り 扱わないこ と 。  

取り 扱い_ 安全取扱注意事項 

粉じ ん／煙／ガス ／ミ ス ト ／蒸気／ス プレ ーを吸入し ないこ と 。  

取扱い後は手を よ く 洗う こ と 。  

こ の製品を使用する と き に、 飲食又は喫煙をし ないこ と 。  

取り 扱い_ 接触回避 

情報なし 。  

保管_ 安全な保管条件 

施錠し て保管する こ と 。  

 

８ ． ばく 露防止及び保護措置 

 許容濃度 未定 

 管理濃度 未定 

 設備対策  

 取り 扱い場所の近く に洗眼及び身体洗浄のための設備を設ける 。  
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 保護具 

 呼吸器の保護具 マス ク  

 手の保護具 手袋 

 目の保護具 ゴーグル、 防災面 

 皮膚及び身体の保護具 長靴、 前掛け（ 作業の状況に適し たも の）  

 

９ ． 物理的及び化学的性質 

 物理状態:  低粘性液体 

 色: 灰色 

臭い: 無臭 

融点・ 凝固点:  0℃( 水)  

沸点又は初留点及び沸点範囲:  100℃（ 水）  

可燃性:  なし  

爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界:  データ なし  

引火点:  引火し ない 

自然発火点:  発火し ない 

分解温度:  データ なし  

pH ( val ue) :  データ なし  

動粘性率:  データ なし  

溶解度:  データ なし  

n-オク タ ノ ール／水分配係数（ l og値） :  データ なし  

蒸気圧:  データ なし  

 密度及び／又は相対密度:  1. 37 

相対ガス 密度:  データ なし  

粒子特性:  非該当( 液体)  

 

１ ０ ． 安定性及び反応性 

化学的安定性 常温では安定。  

 避ける べき 条件 強酸化性物質 

 混触危険物質 情報なし  

 危険有害な分解生成物 情報なし  

 

１ １ ． 有害性情報 

発がん性 

酸化チタ ン( CAS番号: 13463-67-7) が≧1%のため、 区分2に該当。  

危険有害性情報: H351 発がんのおそれの疑い 
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特定標的臓器毒性（ 反復ばく 露）  

酸化チタ ン( CAS番号: 13463-67-7) が≧10%のため、 区分1( 呼吸器) に該当。  

危険有害性情報: H372 長期にわたる 又は反復ばく 露によ る 呼吸器の障害 

 

１ ２ ． 環境影響情報 

水生環境有害性 短期（ 急性）  

分類でき ない 

水生環境有害性 長期（ 慢性）  

区分4に該当 

危険有害性情報: H413 長期継続的影響によ って水生生物に有害のおそれ 

オゾ ン層への有害性 

データ 不足のため分類でき ない 

 

１ ３ ． 廃棄上の注意 

環境上望ま し い廃棄、 又はリ サイ ク ルに関する 情報 

内容物/容器を国際/国/都道府県/市町村の規則に従って廃棄する こ と 。  

残余廃棄物 

廃製品・ 廃容器は産業廃棄物と し て処理する 。  

汚染容器及び包装 

容器は洗浄し てリ サイ ク ルする か、 関連法規制なら びに地方自治体の基準に従って適

切な処分を行う 。 空容器を 廃棄する 場合は、 内容物を 完全に除去する こ と 。  

 

１ ４ ． 輸送上の注意 

国際規制 

 該当し ない 

 国内規制 

 海上規制情報 情報なし  

 航空規制情報 情報なし  

 陸上規制情報 情報なし  

 

１ ５ ． 適用法令 

マーキングペン及びそのイ ンキと し ては一般向け製品である ため、 労働安全衛生法、

消防法、 化管法（ PRTR 制度） 、 毒物及び劇物取締法には該当し ない。  

 労働安全衛生法 

水酸化アンモニウ ム（ CAS RN： 1336-21-6） ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 令

別表第9の39） 【 アンモニア】 ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 規則別表第2の
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152） 【 アンモニア】 ； 特化則（ 第三類物質） 【 アンモニア】 ； 不浸透性保護具使用

義務物質【 アンモニア】 、 区分【 特化則等】  

エチレ ングリ コ ールモノ -ノ ルマル-ブチルエーテル【 ブチルセロ ソ ルブ】 （ CAS RN：

111-76-2） ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 令別表第9の79） 【 エチレ ングリ コ

ールモノ −ノ ルマル−ブチルエーテル（ 別名ブチルセロ ソ ルブ） 】 ； ラ ベル表示・ SDS

交付義務対象物質（ 規則別表第2の266） 【 エチレ ングリ コ ールモノ −ノ ルマル−ブチル

エーテル（ 別名ブチルセロ ソ ルブ） 】 ； 不浸透性保護具使用義務物質【 エチレ ングリ

コ ールモノ −ノ ルマル−ブチルエーテル（ 別名ブチルセロ ソ ルブ） 】 、 区分【 皮膚吸収

性有害物質】  

カーボンブラ ッ ク （ CAS RN： 1333-86-4） ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 令別

表第9の130） 【 カーボンブラ ッ ク 】 ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 規則別表

第2の403） 【 カーボンブラ ッ ク 】  

鉱油（ CAS RN： 8042-47-5） ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 令別表第9の168）

【 鉱油】 ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 規則別表第2の581） 【 鉱油】  

酸化チタ ン（ CAS RN： 13463-67-7） ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 令別表第9

の191） 【 酸化チタ ン（ Ｉ Ｖ ） 】 ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 規則別表第2

の623） 【 酸化チタ ン（ Ｉ Ｖ ） 】  

イ ソ プロ ピ ルアルコ ール（ CAS RN： 67-63-0） ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質

（ 令別表第9の494） 【 プロ ピルアルコ ール】 ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質

（ 規則別表第2の1780） 【 プロ ピルアルコ ール（ アルキル基の異性体を含む。 ） 】  

ジエチレ ングルコ ールモノ ブチルエーテル【 2-( 2-ブト キシエト キシ) エタ ノ ール】

（ CAS RN： 112-34-5） ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質（ 令別表第9の224の4）

【 ジエチレ ングリ コ ールモノ ブチルエーテル】 ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対象物質

（ 規則別表第2の729） 【 ジエチレ ングリ コ ールモノ ブチルエーテル】  

1, 2-ベンゾチアゾリ ン-3-オン（ CAS RN： 2634-33-5） ； ラ ベル表示・ SDS交付義務対

象物質（ 規則別表第2の1914） 【 １ ， ２ −ベンゾイ ソ チアゾール−３ （ ２ Ｈ ） −オン】 ；

不浸透性保護具使用義務物質【 １ ， ２ −ベンゾチアゾリ ン−３ −オン】 、 区分【 皮膚刺

激性有害物質】  

化学物質排出把握管理促進法 ( PRTR法)  

エチレ ングリ コ ールモノ -ノ ルマル-ブチルエーテル【 ブチルセロ ソ ルブ】 （ CAS RN：

111-76-2） ； 第一種 政令番号（ 1-077） 管理番号（ 594） 【 エチレ ングリ コ ールモノ

ブチルエーテル（ 別名ブチルセロ ソ ルブ） 】  

ジエチレ ングルコ ールモノ ブチルエーテル【 2-( 2-ブト キシエト キシ) エタ ノ ール】

（ CAS RN： 112-34-5） ； 第一種 政令番号（ 1-170） 管理番号（ 627） 【 ジエチレ ング

リ コ ールモノ ブチルエーテル】  
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その他の国内法令 

イ ソ プロ ピ ルアルコ ール（ CAS RN： 67-63-0） ； 大防法・ 揮発性有機化合物（ Ｖ Ｏ

Ｃ ） （ 法第2条第4項） 【 大気中に排出さ れ、 又は飛散し た時に気体である 有機化合物

（ 浮遊粒子状物質及びオキシダント の生成の原因と なら ない物質と し て政令で定める

物質を除く 。 ） 】 ； 消防法・ 危険物 類別 性質【 第４ 類 引火性液体】 、 品名【 アル

コ ール類】  

エチレ ングリ コ ールモノ -ノ ルマル-ブチルエーテル【 ブチルセロ ソ ルブ】 （ CAS RN：

111-76-2） ； 大防法・ 揮発性有機化合物（ Ｖ Ｏ Ｃ ） （ 法第2条第4項） 【 大気中に排出

さ れ、 又は飛散し た時に気体である 有機化合物（ 浮遊粒子状物質及びオキシダント の

生成の原因と なら ない物質と し て政令で定める 物質を 除く 。 ） 】 ； 消防法・ 危険物 

類別 性質【 第４ 類 引火性液体】 、 品名【 第二石油類】  

ジエチレ ングルコ ールモノ ブチルエーテル【 2-( 2-ブト キシエト キシ) エタ ノ ール】

（ CAS RN： 112-34-5） ； 大防法・ 揮発性有機化合物（ Ｖ Ｏ Ｃ ） （ 法第2条第4項） 【 大

気中に排出さ れ、 又は飛散し た時に気体である 有機化合物（ 浮遊粒子状物質及びオキ

シダント の生成の原因と なら ない物質と し て政令で定める 物質を除く 。 ） 】 ； 消防

法・ 危険物 類別 性質【 第４ 類 引火性液体】 、 品名【 第三石油類】  

水酸化アンモニウ ム（ CAS RN： 1336-21-6） ； 水濁法・ 有害物質（ 政令第2条第26号）

【 アンモニア、 アンモニウ ム化合物、 亜硝酸化合物及び硝酸化合物】  

水酸化アルミ ニウ ム（ （ CAS RN： 21645-51-2） ； 水濁法・ 指定物質（ 政令第3条の3第

44号） 【 アルミ ニウ ム及びその化合物】  

 

１ ６ ． その他の情報 

本資料の記載内容は現時点で入手でき る 資料、 情報、 データ に基づいて作成し てお

り 、 記載内容は新し い知見によ り 改訂さ れる こ と があり ま す。  

ま た、 特殊な取扱いの場合には、 用途、 用法に応じ た安全対策の上ご使用下さ い。  

なお、 本資料の記載内容は、 情報提供であって補償する も のではあり ま せん。  


